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①人権教育の全体計画及び年間指導計画　②教科書

③人権教育に係る学年の重点目標、学習指導案等　④年間行事予定（学校暦）

⑤付箋（３色　75mm × 25mm が適当）⑥ワークシート　⑦体系化表　※参照　表紙裏

「ねらいの重点化」か。
あまり意識していな
かったなぁ。

これが学校としての取組の
全体像か。課題が浮き彫り
になってきたな。

様々な実践を知ったので、意識的
に取り組むことができそうだ。

関連性や見通しが持てた
ので、授業改善のヒントも
得ることができたな。

①　校内のコーディネーターが研修内容や日
程、グルーピング等について説明する。

②　県教育委員会作成の演習等の
　説明動画を視聴する。

ワークシートをもとに、演習のねらいや内容等を
確認しながら作業を行う。

ワールドカフェ方式
①　グループで体系化表を作成する。
②　ホスト役（１～２名）、ゲスト役を決める。
③　ゲスト役は他のグループに出向き、ホスト役から体

系化表についての説明を聞く。（１回～３回）
　※　ホスト役は、他グループからのゲスト役に自分の

グループの体系化表について説明する。
④　ホスト役は、自分のグループに対して出された質問

や意見、ゲスト役は移動先で行った質問や聞いた説
明内容等についての報告を行う。

グループ協議における学び等を全体で確認する。

①　県教育委員会作成のまとめ動画
　を視聴する。（９分）
②　校内のコーディネーターが、まとめを行う。

同時進行可
20 分程度

個
人

グ
ル
ー
プ

全
体

10分×回数

10 分程度

10 分程度

グループ編成
について

初めて体系化表を作成する場合は、同学年による構成が望ましいと考えます。学校規
模によっては、例えば、小学校であれば、低学年・中学年・高学年による構成にしたり、
同じ学年を複数のグループに分けたり、また、中学校や高等学校では教科ごとの構成
や学年の枠にとらわれない構成にするなど、各学校で工夫してもらって構いません。

体系化表
について

体系化表については、模造紙等の紙媒体ではなく、デジタルホワイトボード機能等の
利用も考えられます。

（３）体系的な整理に向けた校内研修について

体系化表の作成について

・今後、自校で推進すべき重点課題について
・家庭・地域や校種間の連携について
・児童生徒に深く考えさせる授業への転換について
・児童生徒の実態とのつながりについて
・研修内容の継続的な還元について
・指導上の不安や心配事の解消について

校内研修後

校内掲示等の工夫 他校や異校種との交流
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■　体系化表作成の手順

【各学校における年間指導計画等】
1 年 2 年 3 年

4 月 〇〇 △△ □□

5 月 ◇◇ ●● ▼▼

6 月

7 月

9 月

10 月

体系化表 ふれる・気付く 深める 発信する・行動する

高　

等　

学　

校

第
三
学
年

第
二
学
年

第
一
学
年

中　

学　

校

第
三
学
年

第
二
学
年

第
一
学
年

小　

学　

校

高
学
年

中
学
年

低
学
年

【特別活動】

差別解消三法

【教科名】〇月

 △△

【教科名】

〇〇

【社会科】

差別解消三法

【夏休み】

　□□

【教科名】『あおぞら』　

　「○○」

【社会科】

差別解消三法

【冬休み】

　●●

【教科名】『かがやき』　

　「○○」

差別解消三法を教科等に

位置付けた学習展開例

記号の意味　
【　】…教科名や時期、行事等　　（例）【生活科】、〇月【道徳科】
『　』…県教委作成教材集　『かがやき』『あおぞら』『あおぞら２』
「　」…教材（題材）名　（例）「どうして学校にきてはいけないのですか」

詳しくは、 第２章で

体系化を行うと、例えば「発信する・行動する」が少ないなどという気付きや「深める」に
重点をおくための改善点等が見つかるかもしれません。また、「ふれる・気付く」等の３つの
視点は「共通のものさし」の役割を果たすので、次ページ以降に、紹介している校種ごとの体
系化の例と自校のものを比べてみたり、他校と取組を交流したりすることによって、自校の取
組の特色を把握することができると思います。さらに、「この取組をＡ校は『ふれる』として
いるが、本校は『深める』に位置付けている」、「手引書にある３つの視点を、本校では【認識
の段階】【感性の段階】【行動の段階】と定義して実践している」など、校種を越えた連携を深
めていくための有意義な議論も期待できます。

※　〇〇や△△等の記号は、年間指
導計画等に位置付けられた学習内
容を表しています。

教科書

個別の人権課題に関する学習内容

人権感覚の育成に関わる学習内容

教科等以外
での取組

【学校行事（修学旅行）】

　◇◇
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「ふれる・気付く」について

　本手引書では、児童生徒が個別の人権課題当事者や当事者支援に関わる人々等の思いに接し、自分にとって

も関係があるというように、相手との関係性を自覚した状態を「ふれる・気付く」としています。

　ただし、これまで知らなかったことを初めて知識として得ることは、あくまでも知ったにすぎず、事柄と自分と

の関係にまだ距離を感じている状態です。さらに、教師から知らされるのではなく、児童生徒が主体的な学習を

通して、自発的に新しい発見や多様な意見があることを知ろうとすることで「ふれる・気付く」につながると整理

しています。

「ふれる・気付く」に関連する視点

■　距離感を近づける…　自分の知らない人権課題やマイノリティの存在を初めて知る。 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　「ふれる ・ 気付く」 活動により、 自分にも関係あることだと 「気付く」。

■　考 え を 広 げ る…　自分とは違う意見に 「ふれる」。 　自分だけではなかったことに 「気付く」。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　当たり前と思っていたものの見方や考え方、 発想が転換する。

■　立場性を自覚する…　自分がマジョリティであること （あるいはマイノリティであること） を自覚する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　人権課題に応じて自分の立場性が変わってくることに気付く。

■　関心を持続させる…　人権課題の解消に向けた取組等に関心を持つ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　関心を持ち続けようとする。 もっと知りたいと思う。

（福岡県人権啓発情報センター代表理事　谷口　研二 氏の講義資料を基に作成）

　さらに、 人権教育を通じて育てたい資質 ・ 能力における 「知識的側面」 「価値的 ・ 態度的側面」 「技能的

側面」 とは、 以下のように関連させて考えることができます。

「ふれる・気付く」に関する３つの側面との関連（例）

知
識
的
側
面

〇　人権の歴史や差別の現実、人権確立に向けた国際的な潮流について初めて知る。

〇　人権課題の解決に向けた取組や解消法が制定されたことを知る。　→　小学校学習展開例

〇　フィールドワークや地域の人権センター等の見学を通して、今まで知らなかった人権課題

やマイノリティの存在について知る。

〇　人権課題当事者との出会いや交流、視聴覚教材等を通じて、自分がこれまで持っていた先

入観との違い等、新しい発見に気付く。

価
値
的
・
態
度
的
側
面

〇　人権侵害を受けている人々や支援しようとする人々の思いにふれることで、人権課題の解

消に向けた取組等に関心を持つ。（もっと知りたいと思う・関心を持ち続けようとする）

〇　インタビューや意見交流などを通じて、多様な考え方や立場性の違いがあることに気付く。

〇　自分がマジョリティであること（あるいはマイノリティであること）を自覚する。

〇　人権侵害を受けている人々や支援しようとする人々の思いにふれることで、自分にも関係

あることだと気付く。

〇　フィールドワークや地域の人権センター等の見学を通して、自分の身近な問題であるとい

うことに気付く。

技
能
的
側
面

〇　人権課題当事者との出会いや交流を通じて、それまで当たり前と思っていたものの見方や

考え方、発想が転換する。

〇　これまで学習していなかった個別の人権課題について、教科書や読み物資料、インターネ

ット等を通して情報収集する。

〇　複数の人権課題を学習していく中で、情報を吟味・分析し、人権課題に応じて自分の立場

性が変わってくることに気付く。
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「深める」について

　本手引書における「深める」とは、児童生徒が「ふれる・気付く」で身に付けた知識や価値・態度、技能と

いった資質・能力を、多様な考えと出会う中で、自分自身の学習経験、生活体験と関連付けることにより、それ

までの自分の考えが変容したり、確固たるものになったりする状態と整理しています。

「深める」と関連する視点

■　考 え を 比 較 す る…　他者の意見と比較して自分の考えを見直したり、 新たな問いを持つ。

■　再 認 識 す る…　これまでの学習を振り返り、 再び学ぶことで、 考えをより強固なものにする。

■　共感的に理解する…　自分の経験や体験、 日頃の学校生活と重ね合わせる。

■　想 　 像 　 す 　 る…　他に同じような事例がないか （なかったか） 想像する。 背景を見取り、別の見方が

　　　　　　　　　　　　　　　 　 ないか想像する。

■　価 値 付 け る…　意義や社会的影響等を見いだす。 普遍化して考えることができる。

■　関 連 付 け る…　別の場面における学習と関連づけて自分の考えをつくる。 社会構造との関連で考

　　　　　　　　　　　　　　　 　 える。

■　根 拠 付 け る…　自分の意見や考えの根拠を探す。 知り得た情報を根拠とすることができる。

■　動 機 付 け る…　自分の意識を行動に移すきっかけとすることができる。

（福岡県人権啓発情報センター代表理事　谷口　研二 氏の講義資料を基に作成）

「深める」に関する３つの側面との関連（例）

知
識
的
側
面

〇　差別を社会問題として捉え、その解決に向けた取組の意義を理解する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　中学校学習展開例

〇　再び学習することによって、既習事項に対する認識をより確かなものにできる。

〇　人権の歴史や現状、国内外の法令等、人権侵害を受けている人々や支援しようとする人々

の話をもとにして、自分の意見の根拠とすることができる。

価
値
的
・
態
度
的
側
面

〇　人権課題当事者や共に生きようとする支援者などの話を聞き、そこで得た知識を自らのも

のとして肯定的に受けとめる。

〇　人権侵害を受けている人々や支援しようとする人々の思いを知り、自分の経験や体験等と

重ね合わせて考えることができる。

〇　これまで学習して得た知識を結び付け、正義、自由、平等などの実現という理想に向かっ

て活動しようとする意欲や態度を高める。

技
能
的
側
面

〇　他の人権課題と関連付けて考えるなどして、自分の考えを広げたり、普遍化して考えたり

することができる。

〇　ステレオタイプ、偏見や差別を見抜き、差別を社会構造との関連から考えることができる。

〇　偏見や差別につながらないよう、他者の痛みや感情を共感的に受容できる想像力や感受性

を働かせる。
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「発信する・行動する」について

　本手引書における「発信する・行動する」とは、児童生徒が人権に関する学習で身に付けた知識や価値・態

度、技能といった資質・能力を生かしながら、様々な媒体を使って、意識を行動へと変容できるようになることを

指しています。

　必ずしも「ふれる・気付く」から「深める」へという順番にとらわれる必要はなく、まず「発信」したり、「行

動」したりすることにより、新たな「気付き」につながることも考えられることから、それぞれを有機的に関連付

けた指導を行っていくことが大切です。

「発信する・行動する」と関連する視点

■　言　語　化　す　る…　自分の意見や考えを他の人に説明する。 自信が持てなくても、 聞いてもらいたい

　　　　　　　　　　　　　　　　　自分の考えを他の人に相談する。

■　文　章　化　す　る…　自分の考えや意見を他の人に伝えるために整理し、 文章化する。

■　伝 　 　 え 　 　 る…　相手を肯定するメッセージ、 相手の選択肢を広げるメッセージ、 非暴力のメッセー

　　　　　　　　　　　　　　　　　ジ、 誰一人取り残さないという包括的なメッセージを伝える。

■　意 　 見 　 す 　 る…　討論や会話、 対話を行ったり、 場合によっては 「おかしい」 と言えたりする。

■　探 　 究 　 す 　 る…　自分の考えや意見の比較や検証をするための計画を行い、 実行する。

■　自 　 立 　 す 　 る…　自分のできることは自信を持って行い、 他の人から求められた助けに応じる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　自分にできないことがあれば、 他の人に支援を求める。

■　社会へ働きかける…　胸を張って前を向く生き方を目指す。 社会に対して自分にできることを行う。

（福岡県人権啓発情報センター代表理事　谷口　研二 氏の講義資料を基に作成）

「発信する・行動する」に関する３つの側面との関連（例）

知
識
的
側
面

〇　協議や討論などの活動において、自分の考えを裏付ける根拠をもとに説明できる。

〇　自他の人権を擁護し人権侵害を予防したり解決したりするために必要な実践的知識をもと

に発信したり、行動の根拠としたりすることができる。→　高等学校学習展開例

〇　これまでの学習成果をもとに、人権啓発の作文やポスター等を作成する。

価
値
的

・
態
度
的
側
面

〇　差別のない社会の実現に向けて主体的に関与しようとする意欲や態度を発信する。

〇　地域の人々を招いて、人権教育に係る学習の成果等を発表する。

〇　当事者や共に生きようとする支援者等との意見交流の場において、自分の意見を聞いても

らう。

〇　フィールドワークや地域の人権センター等の見学を通した学習の後、より深く学ぼうと調

べたり、実際に行ってみたりする。

〇　多様な考えや立場性の違いをふまえつつ、相手を肯定するメッセージや非暴力で包摂的な

メッセージを相手に伝える。

技
能
的
側
面

〇　協議や討論等の場において、能動的な傾聴、適切な自己表現等をもとにコミュニケーショ

ンを行う。

〇　人間関係のゆがみ、ステレオタイプ、偏見、差別を見きわめる技能をもとに、日常生活の

なかにある差別や偏見の解決に向けて行動する。

〇　自分のできないことには謙虚になって、できる人に支援を求め、人からできないと求めら

れたら支援を行う。
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